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論文内容の要旨

キンポウゲ科には大型の染色体をもっ群と小型の染色体をもっ群があり，それぞれの群において，袋果を

つくるものより痩果をつくるものに進化したと考えられている o Ij湿の染色体をもち，袋果をつくる群は染

色体基本数の違いにより，シロカネソウ亜科とオウレン亜科に分けられているo 前者のうちシロカネソウ

属では日本産の植物は 7 を基本数とする 5 倍体と考えられていた。 5倍体のものはふつう正常な有性生殖

を行って，繁植しているとは考えにくいが，日本では約 9種と小さな群であるにもかかわらず，地域ど

とに種分化しており，形態的，生態的lζ多様化している。本論文は日本産シロカネソウ属が 5倍体である

かを明らかにし(I l ，また日本におけるシロカネソウ属の分化の過程を示し(日)，乙の属の分類学的位置，ま

たシロカネソウ亜科の分類系を再検討したものである(皿)。

I .日本産シロカネソウ属 5種の染色体数は 2 n = 3 5 である乙とが報告され，乙の属 lζ近縁なチチブシ

ロカネソウ属， lsopyrum ， オダマキ属などの染色体数が 2 n = 1 4 であるととより，シロカネソウ属

の種は基本数が 7 の 5倍体であると推定されていた。しかし日本産のすべての種類で染色体数 2n = 

3 6 を観察し，花粉母細胞の減数分裂において 1 8個の 2 価染色体が見られ，正常に減数分裂が行わ

れている乙とより，乙れらは 5倍体ではないことを明らかにした。最近，中国産の種で染色体数 2n

=24 が報告されたととより， 乙の属における染色体基本数は x=6 とみなされ，日本産のものは 6倍

体であると推定した。

ll. 日本産シロカネソウ属には 8 種 1 変種が知られていたが，あらたに 1 変種ハイサパノオ (D. carｭ

ρon var. decumbens Tamura & Kosuge )を報告した。日本産のものでは種子表面d脅造がかな

り変化し，ほぼ平滑なものから小さな突起のあるものまで見られる。乙れらのうちトウゴクサパノオで

。
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は突起が著しく長く発達し， 15-20本が束になって密に分布しており，きわめて特殊である。また，

乙の種は 2 年生であるとと，閉鎖花をつける乙となど多くの点で特殊化が認められ 比較的はやい段階

で他の種より分化したと思われる。それ以外の種は花の形態および咲き方をもとに外交配を行う群，コ

ウヤシロカネソウ系と内交配を行う群，アズマシロカネソウ系の 2 つに分ける乙とが可能である。外交

配を行う群では，花は比較的大きく，全開して上向きに咲き，花弁の舷部はコップ状で直立し

おしべがやくの裂聞に伴って外側に倒れ，柱頭は太く，花粉や種子は大型である。乙れらの特徴は近縁

なIsopyrum などと共通している。 一方，内交配の群では花は比較的小型で，半開し，下向きに咲

き，花弁舷部は内側に下垂し，ゃくは柱頭の近くで裂開し花糸は外側に倒れることはない。柱頭は糸

状で先端は膨らまず花粉や種子は前の種群に比べ，やや小型である。そして外交配の群は多年生であ

るのに対し内交配の群は多くは 2年生のものであり，閉鎖花形成により，さらに完全な内交配を行

うものがあり，この属では外交配の群から内向配の群へと種が分化したと考えられる。この乙とは，コ

ッフ。状の1院が，側壁の退化により 2弁"=，そして向軸側の壁の退化 iとより 1 弁，すなわち，平板状に

なるという花弁の進化の過程とよく一致する。外郊己の群の分布域は比較的狭い範囲であるのにたい

し，内交配の群は広く分布する。これは内交配の群が閉鎖花やストロンといった新たな繁殖様式を獲得

する乙と，多年生から 2 年生へ変わることにより，急速に分布域を拡大する乙とができるようになった

ためと考えられる。

皿 小型の染色体をもち袋果をつくる群では染色体基本数の変化が不連続である乙とが重視され，

Isopyrum ， シロカネソウ属などはシロカネソウ亜科に，オウレン属， Asteroρyrum はオウレン亜科

に分類されていた。しかしシロカネソウ属の染色体基本数が Isopyrum やその他の属とは異なると

とが明らかとなり，基本数の違いにより両亜科を分ける乙とはできなくなった。従って，新たに両亜科

をまとめてシロカネソウ亜科とし 乙れを花弁と心皮の脈理の違いにより 2 つの連，シロカネソウ連と

オウレン連に分けた。シロカネソウ属は染色体の特徴や形態が他の属と異なる乙とより，単型亜連，シ

ロカネソウ車連にまとめる乙とが妥当である。また，オウレン連を染色体基本数や葉などの特徴iとより，

オウレン亜連とAsteropinae 1<:分類した。染色体の特徴lとより，オウレン属に近縁である乙とが報告

された Kingdonia は花の形態学的，解剖学的研究の結果，イチリンソウ連にいれるととが妥当と提案

した。

論文の審査結果の要旨

小菅君の論文は，双子葉植物多心皮類に属するシロカネソウ属の分化および、キンポウゲ科における同属

の分類学的位置をあきらかにし同科にふくまれるシロカネソウ亜科の分類を刷新したものである。

シロカネソウ属には，多様化した約 1 9 の種が知られており，これらを日本に分布する Sect. Hutchｭ

insonia とヒマラヤ・北ビルマ・中国大陸・台湾に分布する Sect. Di choc arpum 1<:二分する乙とが従

来から提案されて来た。小菅君はまずこれらの諸種について花弁と花梗の形態と発生，花の咲き方・交配

。
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タイプ・多年生と二年生の別などの生態学的形質，グルタミン酸脱水素酵素のアイソザイムパターンなど

に関して詳細に比較し，上認の 2 Sect. に分っととの妥当性をあきらかにした。乙の研究過程において同

君は， Sect. Hutc hins onia ，ζ1 変種ハイサパノオDichocarpum dicarρon var. decumbens 

Tamura & Kosuge を発見・記載した。ついで同君は日本産シロカネソウ属のすべての種類 (8種 2

変種)について細胞分類学的研究を行い，染色体数はいずれも 2n = 36 であり，花粉母細胞の減数分裂

を観察すると 2 価染色体が 1 8 個である乙とをあきらかにした。乙の知見によって Sect. Hutchinsonia 

k属する種は 2n=35 であり，それらは基本数が 7 の 5 倍体であるとの従来の推定は否定された。自己

の知見と中国大陸産のD .adiantijolz.um が2n=24 であるとの黒沢 (1971) の報告とを勘案し，

同君はシロカネソウ属の染色体の基本数は x =6 であると推定して Sect. Hutchinsonia H=属する種は 6

倍体， Sect. Dichoc arpum R:属する種は 4倍体であり，乙の属内lとは倍数性の認められる ζ とから乙

れと逸禄のチチブシロカネソウ属， lsoρyrum ， ヒメウズ属，オダマキ属などが 2 n = 1 4 と染色体数が

安定している乙とと対比した。キンポウゲ科のうち，小形染色体をもち 袋果をつくる群については染色

体数の不連続性を重視してシロカネソウ亜科とオウレン亜科に分けられて来た従来の分類法は乙乙にその

根拠を失い覆えされた。そこで同君は乙の両亜科をまとめてシロカネソウ亜科とし 乙の亜科に花弁と心

皮脈理との相違に基づいて 2 連を置き さらにそのおのおのに 2 亜連を置く新分類を提出した。

以上の諸結果とそれらに基づくシロカネソウ亜科の分類刷新はキンポウゲ科の系統分類学における重要

な研宛隼展であり， 7 部からなる小官君の提出論文は理学博士の学位論文として十分な価値をもつものと

認められる。
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